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大川と毛馬桜之宮公園（大阪市北区・都島区）

　局庁舎前を流れる大川沿いには、延長 4.2 ㎞に渡り約 4 千本の桜

並木が続いています。岸沿いには造幣局、泉布観などの明治初期を

代表する建物が並び、毎年、桜の季節には桜の通り抜けで大勢の人

でにぎわいます。

森への誘い

　近畿中国森林管理局ホームページでは、管内国有林の美しい

風景や名勝、保護林、巨木などの貴重な動植物のほか、国有林

における主な取組などの写真を毎月、スライド形式で紹介して

います。第８回目は滋賀の国有林です。是非ご覧下さい。
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低
コ
ス
ト
路
網
生
産
シ
ス
テ
ム
の
取
組
に
つ
い
て

低
コ
ス
ト
路
網
生
産
シ
ス
テ
ム
の
取
組
に
つ
い
て  

　

森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
３
年
間
に
お
け
る
林
野
庁
技
術
開
発
重
点
課
題
と
し
て
、「
低
コ
ス
ト
路
網
を
活
用
し
た
効
率
的
な
間
伐
方

法
の
確
立
」
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
経
常
の
間
伐
事
業
に
お
い
て
も
、
そ
れ
と
一
体
的
に
「
低
コ
ス
ト
路
網
生
産
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
実
証
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

１　

技
術
開
発
の
概
要

　

当
局
管
内
の
森
林
資
源
は
次
第
に
成
熟
期
を
迎
え

つ
つ
あ
り
、
今
後
利
用
間
伐
の
対
象
と
な
る
資
材
が

増
加
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
資
源
を
有

効
利
用
す
る
た
め
に
は
、
高
性
能
林
業
機
械
を
活
用

し
た
、
効
率
的
な
生
産
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と

が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

特
に
、
低
コ
ス
ト
路
網
と
高
性
能
林
業
機
械
を
組

み
合
わ
せ
た
、
伐
採
か
ら
搬
出
ま
で
の
標
準
的
な
作

業
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
当
課
題
に
取
り
組
み
、
得
ら
れ
た
成
果
に

つ
い
て
は
、
当
局
が
行
う
間
伐
等
の
効
率
的
な
推
進

に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
民
有
林
を
含
む
森
林
・
林

業
関
係
者
へ
の
普
及
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
取
り
組
み
に
か
か
る
路
網
の
呼
称
に
つ
い

て
は
、
作
業
路
と
い
う
用
語
が
古
く
か
ら
用
い
ら
れ

て
い
る
一
方
で
、
そ
の
意
味
の
と
ら
え
方
が
人
に

よ
っ
て
様
々
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
当
局
で
は
そ
れ

ら
と
の
違
い
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、

「
集
材
路
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。
集
材

路
は
、
主
と
し
て
集
材
作
業
に
使
用
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
設
置
さ
れ
る
道
路
を
さ
す
も
の
で
あ
り
、

構
造
規
格
に
つ
い
て
は
、
機
材
や
人
員
の
輸
送
が
行

え
る
自
動
車
の
通
行
を
確
保
す
る
も
の
で
は
な
く
、

ク
ロ
ー
ラ
タ
イ
プ
の
林
内
作
業
車
が
安
全
に
通
行
で

き
る
レ
ベ
ル
の
も
の
で
す
。
ま
た
、
集
材
路
は
間
伐

等
の
生
産
事
業
が
行
わ
れ
る
期
間
に
限
っ
て
使
用

さ
れ
る
一
時
的
な
施
設
で
す
が
、
使
用
後
も
路
盤
を

維
持
さ
せ
て
、
次
回
の
生
産
事
業
を
行
う
際
に
も
、

最
小
限
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
施
し
た
上
で
再
利
用

す
る
こ
と
で
作
設
コ
ス
ト
の
低
減
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

２　

技
術
開
発
の
内
容

 
 

実
際
の
間
伐
事
業
区
域
を
調
査
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
て
、
次
の
内
容
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

(1) 

低
コ
ス
ト
路
網
の
整
備

　

当
地
域
で
一
般
的
に
普
及
し
て
い
る
ベ
ー
ス
マ

シ
ー
ン
０
．
４
５
㎥
ク
ラ
ス
の
高
性
能
林
業
機
械
の

た
め
の
集
材
路
の
作
設
調
査
及
び
林
地
へ
の
影
響
、

施
工
後
の
経
過
等
に
つ
い
て
の
調
査

(2) 

高
性
能
林
業
機
械
の
効
率
的
使
用

　

路
網
間
隔
を
斜
距
離
40
ｍ
と
し
た
場
合
に
つ
い

て
、
伐
倒
か
ら
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
等
に
よ
り
集
材
・
造

材
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
に
よ
る
運
搬
ま
で
の
一
連
の
工
程

を
調
査
。

(3) 

基
礎
デ
ー
タ
ー
の
収
集
・
分
析
等

　

素
材
生
産
の
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
低
減
に
向
け
た

基
礎
デ
ー
タ
ー
の
収
集
・
分
析
を
行
い
、
得
ら
れ
た

成
果
か
ら
、「
低
コ
ス
ト
路
網
を
活
用
し
た
効
率
的

な
間
伐
方
法
」
を
確
立
し
、
試
験
地
は
技
術
開
発
成

（
右
）
ザ
ウ
ル
ス
ロ
ボ
に
よ
る
集
材
路

の
作
設
状
況

（
左
）
作
設
さ
れ
た
集
材
路

試験地鳥瞰図
実施区域
林道・県道
作業道
平成19年度作設集材路
平成20年度作設集材路

平成19年度実施区域
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果
の
普
及
・
定
着
の
た
め
の
モ
デ
ル
林
と
し
て
設

定
。

　

な
お
、
取
組
に
当
た
っ
て
は
、
森
林
総
合
研
究
所

関
西
支
所
、岡
山
大
学
、岡
山
県
林
業
試
験
場
、(

社)

林
業
機
械
化
協
会
、
大
阪
国
有
林
森
林
整
備
協
議

会
、
作
州
か
が
み
の
森
林
組
合
、
前
田
林
業(

株)

、

戸
川
木
材
（
株
）
な
ど
の
有
識
者
を
委
員
と
す
る
検

討
委
員
会
を
設
置
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

３　

19
年
度
、
20
年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

(1)
「
低
コ
ス
ト
路
網
生
産
シ
ス
テ
ム
」

　

ま
ず
、
技
術
開
発
に
取
り
組
む
中
で
、
当
局
で
は

低
コ
ス
ト
路
網
を
活
用
し
た
作
業
シ
ス
テ
ム
を
「
低

コ
ス
ト
路
網
生
産
シ
ス
テ
ム
」
と
し
ま
し
た
。

　

低
コ
ス
ト
路
網
生
産
シ
ス
テ
ム
と
は
、
林
道
と
作

業
道
及
び
集
材
作
業
を
行
う
ク
ロ
ー
ラ
タ
イ
プ
等

の
車
両
を
安
全
に
通
行
さ
せ
る
た
め
の
「
集
材
路
」

で
構
成
さ
れ
る
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し

て
、
高
性
能
林
業
機
械
に
よ
り
間
伐
材
等
を
低
コ
ス

ト
で
効
率
的
に
生
産
す
る
林
内
作
業
（
集
材
、造
材
、

運
材
等
）
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

(2) 

集
材
路
に
つ
い
て

　

集
材
路
の
線
形
の
取
り
方
に
つ
い
て
は
、
林
野
庁

が
作
成
し
た
「
作
業
路
作
設
の
手
引
き
」
な
ど
を
参

考
と
し
て
、
①
原
則
と
し
て
等
高
線
に
沿
っ
た
線

形
、
②
崩
れ
や
す
い
と
こ
ろ
に
は
計
画
し
な
い
、　

③
路
面
排
水
に
配
慮
し
た
波
形
線
形
を
採
用
す
る
、

④
沢
部
を
横
断
す
る
場
合
は
洗
い
越
し
に
す
る
、　

⑤
生
産
事
業
の
終
了
後
は
必
要
に
応
じ
て
集
材
路

を
横
断
す
る
水
切
り
を
行
う
こ
と
な
ど
を
念
頭
に

お
い
て
、
局
・
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
・
岡
山
森
林
管

理
署
に
よ
る
現
地
踏
査
し
、
検
討
委
員
会
等
に
よ
り

検
討
し
作
設
し
ま
し
た
。

　

集
材
路
の
作
設
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年
度
は

３
，
７
１
０
ｍ
、
平
成
20
年
度
は
既
存
の
林
道
・
作

業
道
が
少
な
か
っ
た
た
め
５
，
５
７
７
ｍ
作
設
し
、

路
網
密
度
は
２
１
０
ｍ
／
㏊
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

集
材
路
の
作
設
に
か
か
る
功
程
調
査
は
、
丸
太
組

工
等
を
除
く
と
約
80
ｍ
／
日
の
作
設
功
程
で
し
た
。

丸
太
組
工
に
つ
い
て
も
、
掘
り
と
り
か
ら
第
１
段
目

完
成
ま
で
が
、
全
体
の
半
分
の
時
間
を
要
し
て
お

り
、
作
業
が
容
易
に
で
き
る
土
質
で
は
、
時
間
短
縮

に
な
り
効
率
的
に
作
設
で
き
ま
す
。
ま
た
、
１
年
目

よ
り
２
年
目
は
作
業
員
の
習
熟
に
よ
る
時
間
短
縮

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

(3) 

集
造
材
等
に
つ
い
て

　

作
業
仕
組
み
に
つ
い
て
は
、
伐
採(

チ
ェ
ー
ン

ソ
ー)

、
集
造
材
（
グ
ラ
ッ
プ
ル
、
ス
イ
ン
グ
ヤ
ー

ダ
、
プ
ロ
セ
ッ
サ
）、
運
材(

フ
ォ
ワ
ー
ダ)

に
よ

り
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

伐
採
に
つ
い
て
は
、
調
査
区
域
に
１
伐
２
残
、
１

伐
３
残
、
２
伐
４
残
、
集
材
路
に
対
し
斜
め
に
列
を

設
定
し
調
査
し
ま
し
た
が
、
１
列
伐
採
は
掛
か
り
木

等
の
問
題
、
斜
め
に
列
を
設
定
し
た
箇
所
で
は
、
斜

面
下
方
に
倒
れ
る
伐
倒
木
を
斜
め
に
倒
す
た
め
、
２

人
体
制
で
の
作
業
が
必
要
と
な
る
な
ど
功
程
が
悪

く
な
り
、
伐
採
方
法
・
傾
斜
等
に
つ
い
て
検
討
が
必

要
で
す
。

　

集
造
材
に
つ
い
て
は
、
初
年
度
は
路
網
間
隔
を
水

平
距
離
40
ｍ
の
線
形
と
し
た
こ
と
か
ら
、
直
接
グ

ラ
ッ
プ
ル
で
集
材
で
き
な
い
箇
所
が
発
生
し
た
の

で
、
平
成
20
年
度
は
路
網
間
隔
を
斜
距
離
40
ｍ
と
し

た
線
形
で
実
施
し
た
と
ろ
、
一
部
を
除
き
直
接
グ

ラ
ッ
プ
ル
で
の
集
材
が
可
能
と
な
り
、
功
程
調
査
区

域(

グ
ラ
ッ
プ
ル
に
よ
る
１
伐
３
残
箇
所)

で
の

伐
倒
か
ら
運
搬
ま
で
の
生
産
功
程
は
、
１
３
．
７
㎥

／
人
工(

付
帯
作
業
除
く)

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
イ
ン
グ
ヤ
ー
ダ
集
材
に
つ
い
て
も
功
程

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
集
材
作
業
に
要
す
時
間
の
約
2/3

は
移
動
、
滑
車
・
ワ
イ
ヤ
ー
設
置
で
、
集
材
自
体
は

1/3
で
あ
り
、
伐
採
列
が
長
く
、
伐
採
木
が
多
い
ほ
ど

効
率
は
上
が
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

４　

今
後
の
取
り
組
み

　

平
成
21
年
度
は
、
技
術
開
発
の
最
終
年
度
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
得
ら
れ
だ
デ
ー
タ
等
を
整
理
し
、
当

技
術
開
発
で
得
ら
れ
た
成
果
に
よ
り
、
必
要
に
応
じ

て
「
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
低
コ
ス
ト
路
網
生
産
シ

ス
テ
ム
導
入
指
針
」
の
改
正
や
、
木
材
生
産
に
か
か

る
積
算
因
子
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
試
験
地
を

モ
デ
ル
林
と
し
て
民
有
林
・
国
有
林
の
各
種
研
修
等

に
利
用
す
る
な
ど
、
低
コ
ス
ト
路
網
生
産
シ
ス
テ
ム

の
推
進
に
資
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 

ま
た
、
集
材
路
に
つ
い
て
は
、
最
小
限
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
コ
ス
ト
に
よ
り
、
間
断
的
な
利
用
が
永
続
的

に
行
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
、
次
回
間
伐
ま
で
は
、
木
組
み
な
ど
の
構
造
物

の
耐
久
性
、
排
水
処
理
状
況
、
盛
土
法
面
等
の
崩
壊

状
況
や
緑
化
状
況
な
ど
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

等
高
線
に
沿
っ
て
配
置
さ
れ
た
集
材
路

高性能林業機械による造材
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国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
開
催

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
開
催

　

近
畿
中
国
森
林
管
理
局
で
は
、
開
か
れ
た
「
国
民
の
森
林
」
国
有
林
と
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、

国
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
や
要
望
を
国
有
林
野
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
平
成
14
年
よ
り
「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
21
年
３
月
５
日
（
木
）
に
森
林
管
理
局
会
議
室
に
お
い
て
、

管
内
各
府
県
か
ら
13
名
の
モ
ニ
タ
ー
の
参
加
に
よ
り
国
有
林
モ
ニ

タ
ー
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
森
林
管
理
局
か
ら
主
な
取
り
組
み
と
森
林
環
境
教
育
に

つ
い
て
情
報
提
供
を
行
っ
た
後
、
国
有
林
の
Ｐ
Ｒ
等
に
つ
い
て
活
発

な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

モ
ニ
タ
ー
の
方
々
か
ら
の
主
な
意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（１） 
国
有
林
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

○
一
般
市
民
に
対
す
る
Ｐ
Ｒ
が
欠
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。「
国

有
林
を
ど
の
よ
う
に
保
全
し
、
ど
う
活
用
し
て
い
る
の
か
」
が
分
か

る
よ
う
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
。

○
イ
ベ
ン
ト
を
始
め
と
す
る
各
種
取
り
組
み
は
関
西
地
方
に
偏
り
が

あ
る
。

○
国
有
林
は
遠
い
と
こ
ろ
に
あ
り
、
足
場
が
悪
い
、
行
く
だ
け
で
も

時
間
が
か
か
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。

○
田
舎
で
高
齢
の
方
の
多
い
と
こ
ろ
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
Ｐ

Ｒ
効
果
も
限
ら
れ
る
。
県
や
市
を
通
じ
て
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
が
あ
れ

ば
、
参
加
で
き
る
方
も
多
く
い
る
と
思
う
。

（２） 

森
林
環
境
教
育
に
つ
い
て

○
森
林
環
境
教
育
に
つ
い
て
は
、
都
市
部
の
子
供
た
ち
以
外
に
も
機

会
を
多
く
与
え
て
欲
し
い
。
ま
た
、　

体
験
型
の
も
の
を
多
く
し
て

欲
し
い
。

（３） 

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
の
際
に
は
技
術
的
な
養
成
も
し
っ
か
り

行
っ
て
欲
し
い
。

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
い
い
が
、
実
際
に
長
く
続
け
て
行
く
た
め
に

は
、
20
～
40
代
の
若
い
世
代
が
参
加
し
、
収
益
性
の
あ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
必
要
で
、
全
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
か
な
か
続
か
な
い
。

○
一
定
の
教
育
を
受
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
し
、
そ
う
い
っ
た

人
た
ち
が
活
動
す
る
よ
う
な
体
制
を
作
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
と
思
う
。

（４） 

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
制
度
に
つ
い
て

○
現
地
を
見
て
い
な
い
場
合
、
い
く
ら
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
資
料
を
見

て
も
実
感
が
湧
か
な
い
。
モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
た
ら
、
初
め
に
見
学
会

な
り
会
議
を
行
っ
て
か
ら
活
動
を
始
め
た
か
っ
た
。

（５） 

木
材
乾
燥
の
推
進
に
つ
い
て

○　

輸
入
材
は
乾
燥
さ
れ
た
状
態
で
出
荷
さ
れ
、
曲
が
り
や
ゆ
が
み

な
ど
が
な
い
そ
う
で
す
が
、
国
産
材
も
乾
燥
を
図
る
べ
き
。

（６） 

花
粉
症
対
策
に
つ
い
て

○
花
粉
の
飛
ば
な
い
品
種
の
開
発
も
成
功
し
た
と
伺
っ
て
お
り
ま

す
が
、
今
、
植
林
し
て
い
る
も
の
と
交
代
す
る
に
は
相
当
の
年
月
が

必
要
と
思
わ
れ
る
。
早
急
に
は
不
可
能
か
も
知
れ
な
い
が
、
ス
ピ
ー

ド
を
早
め
て
品
種
交
代
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

  

全
体
を
通
じ
て
、
森
林
管
理
局
署
の
取
り
組
み
は
Ｐ
Ｒ
が
不
十
分

で
は
、
と
い
う
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。　

　

効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
と
分
か
り
や
す
い
資
料
の
作
成
に
努
め
る
な
ど
、

今
後
の
業
務
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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オ
オ
ク
ワ
ガ
タ
の

オ
オ
ク
ワ
ガ
タ
の
棲棲すす

め
る
森
づ
く
り

め
る
森
づ
く
り

　

大
阪
府
の
北
部
に
近
接
す
る
箕
面
国
有
林
を
含
む
北
摂
地
域
は
、

か
つ
て
台
場
ク
ヌ
ギ
を
仕
立
て
て
菊
炭
を
生
産
す
る
な
ど
、
活
発
な

里
山
の
利
用
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ

キ
の
人
工
林
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

箕
面
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
18
年
度
ま

で
里
山
再
生
推
進
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
、
具
体
的
な
里
山
再
生
メ

ニ
ュ
ー
の
決
定
及
び
里
山
整
備
、
伐
採
木
の
利
用
、
里
山
再
生
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
作
成
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
箕
面
国
有
林
に
お
い
て
、
積
極
的
な
広
葉
樹
の

育
成
や
伐
採
等
に
よ
る
木
材
利
用
及
び
菊
炭
づ
く
り
体
験
等
、
子
ど

も
達
を
対
象
と
し
た
森
林
環
境
教
育
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
活
用
し

つ
つ
、
多
様
性
豊
か
な
里
山
の
再
生
と
生
物
多
様
性
の
向
上
に
資
す

る
た
め
、「
エ
キ
ス
ポ
90
み
の
お
記
念
の
森
」
を
含
む
26
㏊
を
エ
リ

ア
分
け
（
位
置
図
を
参
照
）
し
て
目
的
に
応
じ
た
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。「
オ
オ
ク
ワ
ガ
タ
の
棲
め
る
森
づ
く
り
」
は
「
里
山
体
験
ゾ
ー

ン
」
の
一
部
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、「
箕
面
体
験
学
習
の
森
（
エ
キ
ス
ポ
90
み
の
お
記

念
の
森
）」
の
中
心
に
あ
る
展
望
台
の
周
辺
を
伐
採
し
、
か
つ
て
の

森
を
再
生
す
る
た
め
、
ク
ヌ
ギ
、
コ
ナ
ラ
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
林
に

転
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
オ
オ
ク
ワ
ガ
タ
の
棲
め
る
森
づ
く
り
」

を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

実
施
に
当
た
っ
て
は
、 

箕
面
市
内
の
小
学
生
、
幼
稚
園
児
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
、
住
民
参
加
に
よ
り
、
北
摂
地
域
に
自
生
す
る
ク
ヌ
ギ
、

コ
ナ
ラ
等
を
ド
ン
グ
リ
か
ら
学
校
や
自
宅
等
で
育
て
て
も
ら
い
、
平

成
22
年
春
に
、
そ
の
苗
木
を
展
望
台
周
辺
に
植
樹
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
そ
の
後
も
下
刈
り
体
験
や
菊
炭
づ
く
り
等
継
続
し
た
取
組
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

特
に
、
森
林
環
境
教
育
の
一
環
と
し
て
、
箕
面
市
内
の
小
学
生
及

び
幼
稚
園
児
に
苗
木
の
育
成
か
ら
植
栽
を
体
験
し
て
も
ら
い
、

①
「
森
林
」
が
豊
か
な
体
験
を
提
供
す
る
場
で
あ
る
こ
と
、
②
「
森

林
」
が
正
し
い
知
識
を
得
る
場
と
な
る
こ
と
、
③
「
森
林
」
が
生
活

や
日
本
人
と
の
か
か
わ
り
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
対
象
と
な
る
こ
と

等
「
気
づ
か
せ
る
き
っ
か
け
づ
く
り
」
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
箕
面
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
Ｈ
Ｐ
に

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

凡　例

箕
面
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

箕
面
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
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奈
良
森
林
管
理
事
務
所
40

  
「「
大大お

お
み
ね
お
く
が
け
ど
う

お
お
み
ね
お
く
が
け
ど
う

峯
奥
駈
道

峯
奥
駈
道
」
に
連
な
る

」
に
連
な
る

    
    

鳴鳴な
る
か
わ

な
る
か
わ川川

・・
伯伯お

ば

だ

に

お

ば

だ

に

母
谷
母
谷
・・
池池い

け
ご
う

い
け
ご
う郷郷

・・
白白し

ら
た
に
や
ま

し
ら
た
に
や
ま

谷
山
谷
山
国
有
林

国
有
林

http://www.kinki.kokuyurin.go.jp/nara

〒
六
三
〇ｰ

八
〇
三
五

　

奈
良
市
赤
膚
町
一
一
四
三ｰ

二
〇

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
〇ｰ

三
一
六
〇ｰ

六
一
五
〇

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
四
二ｰ

五
三ｰ

一
五
〇
二

　

世
界
遺
産
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
と
は
、

古
代
以
来
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
紀
伊
山
地
の

３
つ
の
霊
場
「
熊
野
三
山
」「
吉
野
・
大
峯
」「
高
野

山
」
と
そ
れ
ら
を
結
ぶ
参
詣
道
な
ど
約
３
０
８
㎞
の

こ
と
を
指
し
て
お
り
、
千
年
以
上
に
わ
た
っ
て
受
け

継
が
れ
て
き
た
歴
史
の
中
で
、
自
然
と
宗
教
が
織
り

な
す
文
化
的
景
観
が
、
平
成
16
年
に
世
界
遺
産
と
し

て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
地
域
は
、
奈
良
県
、
和
歌
山
県
、
三
重
県
に

ま
た
が
る
29
市
町
村
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
最
大
の

文
化
遺
産
で
あ
り
、
紀
伊
半
島
に
位
置
す
る
国
有
林

の
一
部
も
コ
ア
地
域（
遺
産
本
体
）及
び
バ
ッ
フ
ァ
ー

地
域
（
遺
産
の
緩
衝
地
域
）
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
今
回
は
、「
吉
野
・
大
峯
」
と
し
て
登

録
さ
れ
て
い
る
「
大
峯
奥
駈
道
」
に
連
な
る
当
所
管

内
４
箇
所
の
国
有
林
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

鳴
川
山
国
有
林
（
奈
良
県
天
川
村
）

　

吉
野
郡
天
川
村
に
所
在
し
、
中
腹
か
ら
上
の
尾
根

筋
に
近
い
部
分
に
、
モ
ミ
・
ツ
ガ
等
の
針
葉
樹
や
ブ

ナ
・
ナ
ラ
を
中
心
と
す
る
落
葉
広
葉
樹
な
ど
の
天
然

林
が
広
が
り
、「
大
峯
奧
駈
道
」
の
バ
ッ
フ
ァ
ー
地

域
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
隣
接
し
て
い
る
部
分

に
、
修
験
道
の
本
山
と
も
い
う
べ
き
「
大
峰
山
寺
」、

「
山
上
ヶ
岳
表
行
場
・
西
の
覗
き
」、
最
も
大
規
模
な

も
の
と
さ
れ
て
い
る
第
六
十
六
行
所
「
小
篠
宿
跡
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

伯
母
谷
国
有
林(

奈
良
県
川
上
村
）

　

鳴
川
山
国
有
林
の
南
に
隣
接
し
て
お
り
、
大
部
分

が
天
然
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
国
有
林
の
西
縁
を

遺
産
路
面
本
体
が
南
北
に
走
っ
て
お
り
、
国
有
林
全

域
が
バ
ッ
フ
ァ
ー
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

大
普
賢
岳
近
く
の
本
道
か
ら
分
岐
す
る
形
で
「
笙
の

窟
」
な
ど
の
周
辺
の
霊
地
（
遺
跡
）
を
連
絡
す
る
支

道
が
約
８
０
０
ｍ
に
わ
た
っ
て
国
有
林
内
を
通
過

し
、
コ
ア
部
分
と
し
て
遺
産
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

池
郷
国
有
林
（
奈
良
県
下
北
山
村
）・
白
谷
山
国
有

林
（
奈
良
県
十
津
川
村
）

　

池
郷
国
有
林
は
、
吉
野
郡
下
北
山
村
に
、
白
谷
山

国
有
林
は
、
同
郡
十
津
川
村
に
そ
れ
ぞ
れ
所
在
し
て

お
り
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
と
モ
ミ
・
ツ
ガ
・

ブ
ナ
・
ナ
ラ
等
の
針
広
混
交
林
か
ら
な
る
天
然
林
で
、

両
国
有
林
が
尾
根
筋
で
接
し
て
一
つ
の
団
地
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
二
つ
の
国
有
林
界
を
約
４
㎞
に
わ
た
り
「
奧

駈
道
」
が
貫
通
し
て
お
り
、
池
郷
国
有
林
内
に
第

二
十
一
行
所
「
平
治
宿
」、
白
谷
山
国
有
林
内
に
、

役
行
者
が
経
を
納
め
た
と
さ
れ
る
第
二
十
二
行
所

「
持
経
宿
」
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
持
経
宿
」
の
近
く
に
は
「
森
の
巨
人
た

ち
・
巨
木
１
０
０
選
」
に
も
選
ば
れ
て
い
る
巨
樹

「
持じ

け
い
せ
ん
ね
ん
ひ
の
き

経
千
年
桧
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
池
郷
・
白
谷

山
国
有
林
の
バ
ッ
フ
ァ
地
域
に
隣
接
す
る
古
道
沿
い

に
も
、「
奧
守
岳
」「
子
守
岳
」「
般
若
岳
」「
涅
槃
岳
」「
乾

光
門
」「
怒
田
宿
」「
行
仙
岳
」
等
、
多
く
の
行
所
が

散
在
し
て
い
ま
す
。 

　

こ
れ
ら
の
地
域
は
、
世
界
遺
産
に
な
っ
て
い
る
だ

け
で
な
く
、「
吉
野
熊
野
国
立
公
園
」と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
雄
大
な
自
然
が
、健
脚
を
誇
る
登
山
家
達
に
も
、

近
畿
の
屋
根
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
場
所
で
も
あ

り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
登
山
で
と
い
う
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
が
、
十
分
な
準
備
を
し
て
一
度
は
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

奧
駈
道　

吉
野
・
大
峯
と
熊
野
三
山
を
結
ぶ
修
験
者

の
修
行
の
道
で
、
標
高
千
数
百
ｍ
の
山
々
の
主
稜
線

を
踏
破
す
る
よ
う
に
拓
か
れ
、
随
所
に
行
場
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
修
験
道
の
祖
と
さ
れ
る
役
行
者
が

拓
い
た
と
さ
れ
、
修
験
者
は
奥
駈
を
義
務
づ
け
ら
れ
、

回
数
を
重
ね
る
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
道

の
途
中
に
は
靡
と
呼
ば
れ
る
行
場
が
75
ヵ
所
設
け
ら

れ
て
お
り
、
特
に
冬
ご
も
り
の
洞
窟
と
し
て
知
ら
れ

る
「
笙
の
窟
」、役
行
者
修
行
の
地
と
伝
え
ら
れ
る
「
弥

山
」、
山
伏
集
落
で
あ
る
「
前
鬼
」
は
重
要
な
場
所
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

持
経
千
年
桧　

二
十
二
番
の
行
場
「
持
経
宿
」
の
神

木
と
し
て
祀
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
持
経

千
年
桧
を
自
主
的
に
保
全
す
る
た
め
、
平
成
14
年
に
、

「
十
津
川
村
持
経
千
年
桧
保
全
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
、

地
域
を
中
心
と
し
て
、
標
識
や
保
護
柵
等
の
設
置
及

び
広
報
活
動
、
そ
の
他
保
全
に
必
要
な
取
組
を
行
っ

て
い
ま
す
。

大
峰
奧
駈
道
を
行
く
修
験
者

鳴
川
山
国
有
林
に
隣
接
す
る
「
山
上
ヶ
岳
表
行
場
・

西
の
覗
き
」

持
経
千
年
桧
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森を守る森を守る
シリーズ

大

山

の

治

山

 

春
の
雪
解
け
。
山
で
は
草
の
芽
が
顔
を
出
し
、
里
で
は
雪
に
閉
ざ
さ
れ
た
生
活
か

ら
解
放
さ
れ
ま
す
。
一
方
、
雪
解
け
水
は
、
気
温
の
急
上
昇
に
よ
り
雪
解
け
量
が

増
え
れ
ば
、
集
中
豪
雨
の
時
の
よ
う
に
流
れ
、
土
砂
災
害
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
第
10
回
は
、鳥
取
森
林
管
理
署
が
西
日
本
の
最
高
峰
「
大
山
」（
１
７
１
９

ｍ
）
周
辺
の
国
有
林
で
行
っ
て
い
る
治
山
対
策
で
す
。

　

大
山
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
、
北
壁
・
南
壁
・
東
壁
と
呼
ば
れ
る
大
崩
壊
に
よ
る
荒
々

し
さ
で
す
が
、
こ
こ
か
ら
大
量
の
土
砂
が
発
生
し
山
体
に
堆
積
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
大
山
の
沢
は
、
ふ
だ
ん
は
水
が
流
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

雪
解
け
時
や
降
雨
時
に
は
突
然
沢
に
流
水
が
集
中
し
、
堆
積
し
て
い
た
大
量
の
土

砂
が
流
れ
出
し
ま
す
。
特
に
豪
雨
時
に
は
山
麓
の
道
路
に
流
れ
出
て
通
行
止
め
な

ど
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

鳥
取
森
林
管
理
署
で
は
、
雪
解
け
時
や
降
雨
時
の
土
砂
流
出
を
抑
え
る
た
め
、

南
壁
な
ど
大
崩
壊
地
の
脚
部

に
谷
止
工
・
土
留
工
を
設
置

し
、
崩
落
し
た
土
砂
を
固
定

す
る
と
と
も
に
、
流
れ
出
し

た
土
砂
の
勢
い
を
抑
え
、
ま

た
、
新
た
な
土
砂
流
出
を
防

ぐ
た
め
沢
筋
に
床
固
工
を
設

置
す
る
な
ど
の
対
策
を
進
め

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
山
麓

部
の
環
状
道
路
へ
の
土
砂
の

流
出
を
減
ら
し
、
通
行
の
安

全
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

道
路
を
管
理
し
て
い
る
鳥
取

県
と
連
携
し
た
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

大
崩
壊
地
「
南
壁
」
か
ら
続
く
沢
に
、
堆
積
し
た
土

砂
が
白
い
筋
状
に
見
え
ま
す
。

崩落した土砂を固定するために、大崩壊地の脚
部に設置した谷止工

流れ出した土砂の勢いを抑え、新たな土砂流出
を防ぐために、沢筋に設置した床固工

大山では大正６年から治山対策に取り組ん
でいます。写真は大正 10 年に設置した練
石積のえん堤（昭和 40 年補修）です。

山麓の環状道路に流れ出た土砂は、通行止めを
引き起こします。

鳥取森林管理署では、環状道路を管理している
鳥取県と連携し、道路への土砂流出を減らすた
め、道路上流側の沢の流路内に、流れてきた土
砂を貯めるポケットを設置しました。

融雪時、流れ出した土砂はポケットに貯
留され、道路への流出が防げました。貯
まった土砂は鳥取県が取り除き、土砂流
入に備えます。
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各
署
等
の
取
組
・
行
事
の
紹
介

各
署
等
の
取
組
・
行
事
の
紹
介

第
28
回
「
嵐
山
植
林
育
樹
の
日
」
を

開
催

【
京
都
大
阪
森
林
管
理
事
務
所
】
２
月
25
日
（
水
）

に
、
嵐
山
国
有
林
に
お
い
て
、「
嵐
山
植
林
育
樹

の
日
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
「
嵐
山
植
林
育

樹
の
日
」
は
、
名
勝
「
嵐
山
」
で
、
松
枯
れ
の
拡

大
に
よ
り
ア
カ
マ
ツ
が
減
少
す
る
と
と
も
に
、
広

葉
樹
の
成
長
に
よ
り
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
被
圧
さ
れ
つ

つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
嵐
山
の
再
生
に
向
け
て
、
昭

和
57
年
か
ら
毎
年
２
月
25
日
に
嵐
山
保
勝
会
と
連

携
し
て
開
催
し
て
い
る
植
樹
行
事
で
、
今
回
で
28

回
目
と
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
嵐
山
保
勝
会
よ
り
約
20
名
の
参
加
が

あ
る
と
と
も
に
、
来
賓
と
し
て
、
京
都
府
林
務
事

務
所
長
、
京
都
市
農
林
振
興
室
長
な
ど
９
名
に
お

越
し
頂
き
ま
し
た
。
当
所
か
ら
は
、
福
田
所
長
を

は
じ
め
と
し
て
、
９
名
の
職
員
が
運
営
に
当
た
り

ま
し
た
。
な
お
、
当
日
は
雨
天
の
た
め
、
式
典
の

み
の
開
催
と
し
ま
し
た
。　

 

　

開
会
式
で
は
、
福
田
所
長
よ
り
、
今
日
で
嵐
山

で
の
植
栽
を
始
め
て
丸
27
年
と
な
る
が
、
嵐
山
国

有
林
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ

る
。
来
年
度
、
今
後
の
嵐
山
国
有
林
の
取
扱
に
つ

い
て
幅
広
い
観
点
か
ら
検
討
す
る
た
め
、
地
元
関

係
者
及
び
専
門
家
の
参
画
に
よ
る
意
見
交
換
会
を

開
催
す
る
考
え
で
あ
る
旨
開
会
の
挨
拶
を
述
べ
ま

し
た
。
続
い
て
、
石
川
嵐
山
保
勝
会
会
長
よ
り
共

催
者
と
し
て
挨
拶
が
、
松
下
京
都
府
林
務
事
務
所

長
並
び
に
平
嶋
京
都
市
農
林
振
興
室
長
よ
り
来
賓

を
代
表
し
て
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
昨
年
の
「
嵐
山
植
林
育
樹
の
日
」

に
林
内
の
ア
カ
マ
ツ
老
木
か
ら
採
取
し
た
枝
を
用

い
て
、（
独
）
森
林
総
合
研
究
所
林
木
育
種
セ
ン

タ
ー
関
西
育
種
場
が
増
殖
し
た
ア
カ
マ
ツ
苗
木
の

「
里
帰
り
式
」
を
行
い
ま
し
た
。「
里
帰
り
式
」
で

は
、
関
西
育
種
場
の
橋
本
収
集
管
理
係
長
か
ら
福

田
所
長
に
増
殖
し
た
苗
木
を
手
渡
し
た
後
、
橋
本

係
長
よ
り
、
増
殖
の
過
程
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。増
殖
し
て
頂
い
た
ア
カ
マ
ツ
苗
木
は
、

後
日
、
嵐
山
国
有
林
内
の
別
の
箇
所
で
植
栽
を
行

う
予
定
で
す
。

　

最
後
に
、
記
念
植
樹
と
し
て
、
来
賓
に
よ
り
、

嵐
山
保
勝
会
か
ら
提
供
し
て
頂
い
た
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

の
大
苗
３
本
の
植
栽
を
行
っ
た
後
、
記
念
撮
影
を

し
て
、
式
典
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
当
所
職
員
に
よ
り
、
参
加
者

に
植
栽
し
て
頂
く
予
定
で
あ
っ
た
苗
木
の
植
栽
作

業
を
行
い
ま
し
た
。
数
時
間
の
作
業
の
結
果
、
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
10
本
及
び
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
15
本
の
植
栽

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

  

当
所
で
は
、
今
後
と
も
、
地
元
関
係
者
と
連
携

し
つ
つ
、
嵐
山
国
有
林
の
再
生
に
向
け
た
取
組
を

強
化
す
る
方
針
で
す
。

(

独
）
森
林
総
合
研
究
所
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
関
西
育

種
場
が
増
殖
し
た
ア
カ
マ
ツ
苗
木
を
受
け
取
る
福
田

所
長

記
念
植
樹
の
様
子

お
知
ら
せ

○
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ニ
ュ
ー
ス
「
森
の
ひ
ろ
ば
」

　

の
送
付
終
了
に
つ
い
て

　

３
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と
お
り
、

本
誌
は
今
月
号
を
も
っ
て
紙
媒
体
に
よ
る
配

信
を
取
り
や
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
政
府
の
行
政
支
出
総
点
検
等
に
よ
る

行
政
コ
ス
ト
の
縮
減
・
効
率
化
の
議
論
を
踏

ま
え
て
の
も
の
で
、
今
後
は
、
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
介
し
て
配
信
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

開
か
れ
た
「
国
民
の
森
林
」
国
有
林
を
実

現
し
て
い
く
た
め
、
今
後
と
も
、
国
有
林
に

関
す
る
様
々
な
情
報
を
提
供
し
、
提
供
し
た

情
報
等
に
対
す
る
皆
様
方
か
ら
の
ご
意
見
や

ご
要
望
を
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
が
行
う
事

業
の
充
実
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
愛
読
の
程
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

近
畿
中
国
森
林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
い
ま
し
て
、
ア
ド
レ
ス

が
左
記
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

現
行
ア
ド
レ
ス

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
k
i
n
k
i
.
k
o
k
u
y
u
r
i
n
.
g
o
.
j
p
/

kyoku/

新
ア
ド
レ
ス

http://www.rinya.maff.go.jp/kinki/

○
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

　

森
づ
く
り
に
関
す
る
様
々
な
話
題
や
森
林
・

林
業
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
毎
月

１
回
配
信
し
て
い
ま
す
。
登
録
、
購
読
と
も

に
無
料
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
登
録
い
た

だ
け
ま
す
。
ど
な
た
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
登
録
下
さ
い
。

○
ご
意
見
・
ご
要
望
に
つ
い
て

　

皆
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご
要
望
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
ご
意
見
・
お
問
い
合
せ
」

に
お
い
て
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
上
送
信
し
て
下
さ
い
。


